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115．Count　densityと1esion検出率
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　〔日的〕検出系の条件を設定する場合に考慮するもの

として，作成するシンチグラムの画質がある．この画質

表示にはシンチグラムの作成に寄与した単位面積当りの

カウント数，即ちcount　density（counts／cm2）を用い

る．そこで，このcount　densityの大小がシンチグラ

ムの目的の一つである　positive　Iesion　と　negative

lesionの検出にどの様な影響をもつかを知る目的で実験

を行なった．

　〔実験方法〕浅いアクリライト容器に入れたNa1311

液をBKGとし，計数深さがBKGの13％から100％ま

で倍数変化する様に直径の異なった4種類のアクリライ

ト円柱を置きnegative　lesionとした．又，　BKGとし

てのNa1311液中に計算高さがBKGの13％oから100％

まで倍数変化する様に濃度の異なった円柱状のNa1311

液を置きpositive　Iesionとした．これをBKG領域で

のcount　densityを25から3200　counts／cm2まで倍数

変化させてスキャンを行なった．作成したシンチグラム

は専門の医師4人に読影を依頼し，lesionの存在の有無

を「確かなlesion」と　「不確かなlesion」の判定基準

で指摘してもらい，その結果を実際に存在したlesion

の位置と照合することにより検出率を求めた．

　〔結果〕negative　Iesionの検出については，計数深

さ100％，のlesionは100％検出されるが，50％o及び25％

深さのlesionはcount　densityの増減によりほぼ比例

的に変化し，低count　densityで「不確かなlesion」

の割合が大となる．更に13％深さのlesionでは検出率

は極めて悪くなる．positive　lesionの検出につV・てもそ

の傾向は同じである．

〔考察及び結論〕count　densityを大とする事により

positive　lesion，　negative　lesionの検出率を相対的に大

とする事が出来る．又計数分布の僅かな変化しかもたら

さない形状の小さなleslonあるいはRI集積差の小さ

い1esionもcount　densityを大とすることにより検出

の可能性と大とする事が出来る．
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116．カメラによるDynamic　Imageの特徴

　　　抽出とそのマップの作成について
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　〔研究目的〕　カメラの電算機処理によるDynamic

Imageから臓器局所における血流状態やRIの摂取機

能，排泄機能などの評価を行なうことを目的として研究

を行なった．本報告では肝臓，甲状腺，骨のRI投与後

初期のDynamic　Imageの特徴をあらわすパラメータ

の計算法とそのマップを作成する手法について述べる．

　〔方法〕　カメラは東芝製遅延電線式（151／4tφ×1／2’NaI

（Tl））1600ホールコリメータ，オンライン電子計算機シ

ステム（記憶容量16Kw）を使用した．肝（又は膵）

に対しては75Se・メチオニン，99mTcコロイド，1311－

BSP，甲状腺には99匝TcO4－，骨には99mTc・ポリリン酸

等を肘静脈からBolus的に投与し，直後から5～30分

間測定した．1フレーム当りのサンプリング時間は8～

40秒，合計40～80フレームの　Dynamic　Imageをオン

ラインで収集した．マトリックスは64×64，1絵素のサ

イズは4．7×4．7mm，　Dynamic　Image収集後すべての

フレームにガウス分布に近似したフィルターによるスム

ー ジングを施し，32×32のマトリックスに縮少した．次

にこれを40～80のsampling　pointの時系列データに変

換し，1024個のRetention　Curveを求めそれぞれの曲

線について，臓器を血液部分とRIを取込む細胞部分の

和と考えるモデルを設定し，理論的な血中における減衰
（f・－ct）・と細螂分一の取込み（・∫8’・－ct’d・’）の2

つの成分を計算した．この時RI投与直後にRetention

CurveがSpike状に立上る部分は計算から除外し，理

論曲線は観測値からの誤差が最小であるものが得られる

ようにプログラムした．算出された臓器の機能状態に関

係すると思われる数種類のパラメータは32×32のマップ

として端末のCRTや，電算室のline　printer，　curve

plotterに出力した．

　〔結果〕簡単なモデルの設定により統計変動を含む

Dynamic　Imageから臓器局所における機能図を作成す

ることができた．今後は臓器局所の形態と機能との対応

について検討する．
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